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成果の特徴
• 食品成分の性質に影響する３次元分子構造（配座）を推定することができます。
• 1,2-ジオール構造の配座はゴーシュ型が優先することが知られています。本研究では、

結合軌道の観点からその新たな起源を発見しました。

成果の活用
本研究の成果とそのアプローチは、今後さらに複雑な分子の３次元構造の理解に応用され、
食品の味、色、香りを制御する技術またはそれらを検知する技術の開発に貢献します。

関連論文 J. Phys. Chem. A 2017, 121, 8484–8494. 

食品成分に見られる1,2-ジオール構造の例

L-酒石酸 D-グルコース1,2-ジオール構造 ビタミンB2
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新解釈
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